
盲児の指導 
 

主催 江原明進盲学校 
期日 ２０１５年１２月３日(木) 

社会福祉法人明日佳 
社会福祉法人長沼陽風会 
顧問 鈴 木 重 男 



 私は、１９９７年２月、北海道サッカー協会常務理事時代、ソ
ウル特別市サッカー協会との交流開始のため、貴国を訪問
しました。その時、ソウル特別市サッカー協会田寛道副会長
より人としての生きるべき道をご訓示頂きました。田先生
は、その後サッカー協会会長になられましたが、２００８年ご
逝去され、京畿道の教会にお眠りになられております。 
 ２００９年８月、札幌で日韓知的障害者サッカー交流大会
が開催されました。この時、韓国体育大学金源慶教授と光
州女子大学校金日明教授にお会いし、知己を得て、韓国の
特殊教育学会、大学、盲学校に、日本の特別支援教育や盲
教育の実情等をお伝えする機会を与えられました。 
 全ては、私の人生の師として仰ぐ、故田寛道先生のお導
きによるものです。深い感謝の心により田先生に捧げます。 

田 寛道先生に捧げます 
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北海道札幌盲学校・高等盲学校で教鞭 
北海道立特殊教育センター研究員 
北海道教育委員会指導主事 
北海道札幌盲学校教頭 
道特殊教育センター企画調整課長 
北海道函館盲学校長、北海道旭川盲学校長 
北海道立特殊教育センター所長 
北海道札幌養護学校長 
札幌大学非常勤講師、学生相談室相談員 
韓国特殊教育学会・ソウル盲学校・光州盲学校 
光州女子大学校・全南大学校等で講義 
北海道文教大学准教授(～２０１４年) 
社会福祉法人明日佳・長沼陽風会顧問 
札幌大学・北海道教育大岩見沢校非常勤講師 

鈴木重男の経歴 １９４７年生   
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函館盲学校 
10名 1895年 

札幌視覚支援学校 
94名  2015年 

旭川盲学校 
20名  1922年 

帯広盲学校 
18名 1937年 

北海道 
面積 83.550㎢（韓国の約８割） 
人口 ５５０万人 （韓国の約１割） 

Shiretoko HIGUMA 

北海道の視覚障害教育等の現況 
２０１４年度 日本の視覚障害教育学校 
６５校 ３,０１２名 幼１９６名 小５９５名 中４２７名 高１,７９４名 

２０１４年度 北海道の特別支援学校 
特別支援学校 学校数６６校 在籍者数５,３７４名 

ヒグマ.avi
知床の流氷.avi


2.7% 
+ 

6.5% 
 

9.2% 

日本の義務教育段階の特別支援教育概況  
義務教育年代数 １０５５万人 



1 盲教育の専門性 



盲  児 
環境情報を視覚以外の 
触覚や聴覚等で 

収集・認識等している幼児児童生徒 

本講義の盲児と盲教育の定義 

盲教育 
 盲児のために 

特別に配慮・工夫した教育 



1 実態把握 
2  知能の程度 
3 両手介助の歩行 
4 前方音声の歩行 
5 階段歩行 
6 前方音源の歩行 
7 また、頭で歩く子が 
8 知能の程度 
9 その後 

盲児の基礎的指導  
頭を支えにして移動する盲児の２事例 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害の医療・療育・教育」改訂２版 2011 金芳堂 １１９頁より引用 

発達は学習を支え、学習は発達の根を広げる 

映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ1　頭歩行　３０秒.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ1　頭歩行　３０秒.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ1　頭歩行　３０秒.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ1-1　知的　行動観察.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ1-1　知的　行動観察.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ2　歩行指導①.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ2　歩行指導①.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ3　歩行指導②.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ3　歩行指導②.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ4　階段登り.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ4　階段登り.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ5　歩行指導　最後　.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ5　歩行指導　最後　.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ6　脩平　頭歩行　３０秒.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ6　脩平　頭歩行　３０秒.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ7　脩平　知的　行動観察　.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ7　脩平　知的　行動観察　.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ7　脩平　知的　行動観察　.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ7　脩平　知的　行動観察　.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ8　脩平　その後.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ8　脩平　その後.avi
映像資料コンテンツ/かなみと脩平/かなみ8　脩平　その後.avi


視
覚
障
害
教
育 

各学部 
内容は、基礎基本 

方法は、アクティブラーニング 

毎時の指導計画・評価 

家庭・寄宿舎 
内容は、応用・活用・発展 
方法は、実際生活で実施 

習
得 

・
活
用
・
探
求 



教育内容 ： 同一性 

生徒指導内容は、トップダウンで 

教育方法 ： 個別性 

分かる喜び、自己肯定感を 

学習指導内容は、ボトムアップで 

障害の 
有無を超
えた不易
の内容 

確かな累積で、成長の証を 

障害の 
状況を踏
まえた個
別の方法 

家
庭
等
と 

家
庭
等
と 

盲教育の専門性とは 
盲教育の専門性 

 盲児のために特別に配慮・工夫した教育を、盲児個々の状
態等に応じて、計画、実行、評価、改善を繰り返して、盲児の

持てる可能性を可能体にすることのできる力、家庭・寄
宿舎と共に連携・共働して盲児の力を培うことができる力 



日本の盲学校が取り組んでいる 
専門性向上の内容 

日本 2013年度全国特別支援学校長会研究集録 
回答数 ６１校 

取り組んでいる専門性 数 

点字の活用 51 

障害の特性の理解 50 

教科等の指導法 46 

障害克服等の指導 42 

個別の指導計画 31 

教育相談 31 

視覚を活用するこ
とが困難な幼児 
児童生徒への専
門性 → 盲教育
の専門性 

視覚を活用するこ
とが可能な幼児 
児童生徒への専
門性 → 弱視教
育の専門性 

教
育
原
理
は
共
通 

教
育
方
法
は
独
自 



 盲教育の専門的な指導内容として、空間把握
の基盤となるボディイメージ等の歩行指導、基
本的生活習慣を身に付けさせる指導、文字コ
ミュニケーションの基盤となる点字触読指導 

盲教育の専門性 盲児の困難点の軽減 

盲児の学校生活上の３大困難点 
①歩行   ②基本的生活習慣   ③点字 



（０．３×見分けたものまでの距離ｍ単位） 
   （見分けたものの長さｍｍ単位）  

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害の医療・療育・教育」改訂２版」金芳堂2011 118頁より引用 

（０．３×１） 
  （１５）  

推定視力 
０．０２ 

障害特性 
教科の指導 
教育相談 

盲教育の専門性 行動観察による視力の推定 

白い紙の上に 
麦チョコ 



「ボール探し」4.5cm大の黒ボール(ボールプール) 

     （視力程度と視野、スキャニング）  

（０．３×１） 
 （４５）  

推定視力
0.01程度 

指の太さ 
（１５ｍｍ） 
腕の長さ 
（０．５ｍ） 
眼前５０㎝指
数弁=0.01 

盲教育の専門性 視力を推定する行動観察 



盲教育の専門性 触察指導の基本 

 身体軸を合わせるため、盲
児を抱っこなどして、盲児の
手と重ねて、自分が触るよう
に、盲児に触らせる。 

 柔らかく、しなやかな
指使いと、手のひらも
使った「こねる」「まるめ
る」などの動作も楽しみ
ながら行う。 



鈴木重男2011金芳堂「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版 

植物は根っこから、 
上に向かって 

動物は、鼻から、 
毛並みにそって 

盲教育の専門性 触察の基本的動作 



２ 歩行の指導 



歩行の指導  基礎的指導 

 人形遊びは、ボディイメー
ジを強化し、相対的方向も
理解させることが可能にな
ります。 

ボディイメージ Body Image 
・部位名  ・動作名   
・絶対的方向 Laterality   
・相対的方向 Directionality 



歩行の指導 ボディイメージ指導の教材  

デ
ッ
サ
ン
人
形 



江原道 

慶尚北道 

慶尚南道 

京畿道 

忠清道 

全羅道 

歩行の指導  地図指導の日常的工夫 

マトリックス構造 
格子地図 

生活用品・教材等は、固定した箱に整理し、盲児が空間マトリックスを
制御することにより、地図構成力の基盤を整えることができる。 



歩行の指導 「耳で見る」力の育成 

◎音源定位 
直接音を両耳の時間差と強度差で、 
音の発する物体と、距離・方向を認識 

◎反響定位 
反響する音を過去の体験と照らし合わせて、 

反響物体とその場の空間の広さ、距離等を認識 



歩行の指導  もう幼児の白杖探索 
白杖は、何かを見つけくれる。白杖は、音を出してく
れる便利なツール 

釣竿 
バドミントン
ラケット 

筋力の低い盲幼児等に対して、通常の白杖は重たす
ぎることから、手元が太く、先が細いテーパ構造の白
杖を自作・特製する。 



①視覚障害者のシンボル機能 

②路面（凹凸等）情報の入力機能 

③下方障害物の防御機能 

接地角

度 

 白杖の 

落下力 

 下方物

体の検出 

 腹部防御

の高低 

 下方物体発

見距離 

 30度   大     小     低     遠 

 45度   中     中     中     中 

 60度   小     大     高     近 

歩行の指導  白杖の基礎知識 



「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版」金芳堂 2011 

歩行の指導 タッチ・テクニック 



「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版」金芳堂 2011 

歩行の指導 ダイアガナル・テクニック 



３ 文字の指導 



文字の指導 点字の基礎的指導 

 食べ物や少々汚れ物でも何でも、
触らせ、ぐちゃぐちゃにしたり、破っ
たりと、音と共に体感させる。 

  → 硬い物・軟らかい物、重た
い物・軽い物、ぐにゅぐにゅした
物・ぎゅっと締まった物、 ざらざら
した物・すべすべした物、冷たい
物・温かい物など 

 



文字の指導 日本点字の基礎的知識① 

①④ 
②⑤ 
③⑥ 

●●
●●
●● 

● ● 
● 
 

●● 
 

●● 
● 

 ● 
● 

● 
 
  ● 

● 
  ● 
  ● 

● 
  ● 
● 

ア イ ウ エ オ カ 
6 

サ 
56 
タ 
35 

点字は、盲児の目 



あ 
 

● 

め 
 

●● 
●● 
●● 

れ 
 
●● 
●● 
  

ふ 
 
●● 
  
●● 

う 
 
●● 
  

い 
 
● 
● 
  

に 
 
● 
● 
● 

く 
 
●● 
  
   ● 

a    me 
●     ● ● 

         ● ● 

         ● ● 

   

fu       re 
● ●    ● ● 

             ● ●  

● ●  

     

点字の指導   鈴木式点字触読指導法 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害の医療・療育・教育」改訂２版 l金芳堂 ８３頁より引用 



幼児期からのパーキンスブ
レーラーによる触読・打字の
連動的指導 

パーキンス製片手打ちキーセット 

点字の指導   盲幼児に対する補助具 



鈴木重男2011金芳堂「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版 

点字の指導 足の裏を床に付け、膝は90度 

・足・脚をブ
ラブラさせな
い。 

・聞き耳をつ
くらないよう、
留意する。 



点字の指導  ハングルの基礎的知識 

 盲児に筆記用具を正
しく持たせるため、お
箸を正しく使用するこ
とができるよう留意す
る。 

韓国のお箸を正しく
持った時、下側のお箸
を抜いた持ち方が、筆
記用具の正しい持ち
方になっている。 



普通児は、 
３歳程度から読み書きが可能 

点字の指導  例:日本の墨字 



４ 体育の指導 



 盲学校が人格陶冶・学習の場として一番適しているとの理由で、分離
された状態におかれていて、ある時期に突然に社会的に統合されるわ
けである。体育を指導する者から見て、視覚障害児童生徒は、社会的・
職業的に統合されるが、体育的に統合されることは極めて少ない現実
がある。ここに現在の盲学校体育が考えなければならない点があると私
は考える。 
 盲学校の体育とは何か、視覚的にハンディキャップを持った児童生徒
にそのハンディキャップを埋めるよう補助し、配慮した、晴眼児童生徒と
同じ内容の体育である。盲学校の児童生徒に晴眼児童生徒と共通した
特殊性ある各連動のイメージを与えたり、各運動特有の技術を習得させ
る体育である。 
 盲学校児童・生徒の視覚情報量の少なさ、処理の劣っていることに指
導意識を集中するのではなく、配慮してできるところを捜すことに集中し
なければならないのではないでしょうか。連続した視覚的能力のどこか
で切られて、盲学校の児童生徒とならざるをえなかった者を受けもつも
のとして、なおさらその感を強くするのである。 

盲学校体育をノーマライゼーションの理念で 
鈴木重男 視覚障害№59 「80年代の視覚障害児教育(9)」1982年 



視覚障害児への体育指導 

Closed-skill（閉じた技能）:基礎技術
Open-skill（開いた技能）：応用技術

流動的環境で
の対応が必要

Open-skill

Closed-skill

単純動作

静的環境

複雑動作

動的環境

閉眼でもOK

視覚障害児への配慮
ex.音刺激



Closed-skill（閉じた技能） 
○運動感覚的フィードバック、固定された環境
内での身体及び諸感覚器官の使用を含むが、
行動に必要とされたものの予測が極めて持ちや
すいのが特徴 
○単調なものの反復によって、基本的技能また
は習慣的技能を習得させていく 
○環境からは独立している 
○身体像の形成、自己を中心とした空間の評
価、空間軸の形成、身体移動のための基本的
習慣形成が主なテーマ 

1972 世界盲人百科事典 日本ライトハウス s47年より引用 



Open-skill（開いた技能） 
○予測不可能な流動的な環境の要請で、予測が立と
うが立つまいが、何らかの反応を強制されてくる刺激
の中で遂行されなければならない場合に、知覚的技
能が最大限に活用される 
○視覚化及び心的地図の形成 
○複雑な一連の運動又は、次々と連続して起こる運
動の整合 
○タイミングの体得 
○失明以前に行っていたような行動形式、ルールなど
がそのまま適応される、すなわち視覚なしで失明以前
に行っていたことを再び行うことが主なテーマ 

1972 世界盲人百科事典 日本ライトハウス s47年より引用 



視覚障害児の運動・動作指導の視点 

身体像Body image 
  ・体の部位Body parts 
  ・姿勢Posture 
   ・動作Body movements 
  ・自己を基準とした方向性Laterality 
  ・相対的な方向性Directionality  
 
 
 
 
 

1968 ＡＦＢ Bryant.J.Cratty他  
 THE BODY-IMAGE OF BLIND CHILDREN 

Orientation能力向上を主とした歩行指導 



プレゴールデンエイジ５歳～８歳頃 
スキャモンの発育発達曲線を見ると５歳
～8歳頃は、神経系が著しく発達する時
期  

 

ゴールデンエイジ９～１２歳頃 

神経細胞がまだつながりやすく、体力的
にもいろいろな動作ができようになる時
期(『即座の習得』 

 

◎子どもにより、個人差があり、12歳時
で±２歳の差異 

 

◎小学生の時期は、神経系の発育が著
しく、「基本的な運動動作の習得」を目
標に、さまざまな運動や競技を体験させ
て、「動きをつくる」ことが大切 

http://www.shizuoka-c.ed.jp/tobu/oldweb/section/gakkyou/kyoka/hotai/h18/kihonundou.pdf 

視覚障害児の運動・動作指導の視点 



１９７１年 



普通高校の
体育連盟 
１９８２年 
サッカー 



国立特別支援教育総合研究所 
教育支援部総括研究員 

１９８３年～ 
レスリング 



５ 雪道の指導 



北海道の雪道の歩行 



雪道の指導   スノーチップの開発 



☆スノーチップの開発(昭和４６年から) 
 雪に白杖が突き刺さらないアタッチメントを開発するため、石
付にプラスチックボールやピンポン球など付けて実験した。ゴム
スポイトが、雪路面情報を的確に捉えることが分かり、ジオム社
でスノーチップと販売 
 

☆雪道パターンの抽出(昭和４９年頃から) 
 3年間、定点等で雪路写真を記録し、降雪時期を3期に分けた。 
 ○降雪初期 
  太陽熱や車の交通によって、アスファルトなどの路面が出る 
  が、道路の両端にはシャーベット状の雪が残る。 
 ○本格的降雪期 
  歩行者が通り抜けるための出入り口を持つ交差点パタンや、 
  車道と歩道を隔てる道路パタンなど特有のパタンを呈する。 
 ○融雪期 
  凍結した歩行路面と、アスファルトが露出した車道の組み合 
  わせが基本になる。 

雪路歩行   鈴木重男「雪道歩行研究私論」点字毎日 昭和62年2 月22日号「論壇」 



吹きだまり 

吹
雪 





 雪道の指導    日変化パターン 



雪道の指導    月変化パターン 



 雪道の指導    時期変化パターン  



雪道の指導    雪路パターン-1  



雪道の指導    雪路パターン-2  



凹型・凸型 
わだち 

白杖での 
雪壁への 
確認動作 

 雪道の指導     雪路パターン-3  



冬、ランドマークは
雪で覆われ、白杖に
よる検出が不可能
になる。K-Sonarで
は検出が可能。 

夏と同じオリエンテー
ションポイントとして、
道端の木工店から、
木の香り、電気鋸、カ
ンナの音が聞こえる。 

雪道の指導    ランドマークと雪 



手 手袋 ・白杖の情報をよく伝達する皮や薄手の
毛糸 

頭 帽子 ・交通音等を遮らないつばなしの帽子 
・フードを着用するのはご法度 

耳 耳かけ ・音を通過させるイヤーウォーマー 
・フードを着用するのはご法度 

服装 色のついた
防寒服 

・上下、軽量の防寒服を着用 
※寒くなると落ち着いて考えられなくな
る 

靴 滑り止め付
き靴 

・スパイク付は、ピータイル等で滑るので
室内では注意 
・生ゴム系が凍結路面でも室内でも滑ら
ない 

グレア防止として、サングラスを装用 

雪道の指導    服装等の工夫 



家庭との一体化 
誉めて育てる ： 自尊心を育てる 

 学校の教師は、
保護者の心の安
定化を図る工夫 
→ 学校で、でき
たことを連絡 



 この度、江原明進盲学校との関りを持つことができ、
感謝の心で一杯です。この夏の福島県立盲学校での
研修講義をきっかけとして、金日明先生と明進盲学
校校長先生はじめ李先生のお陰で、皆様方と出会う
ことができました。感謝申し上げます。 
 来年の春には、今回より専門性を深めた内容をお伝
えいたしますし、夏には超音波を活用したことも含め
て、皆様方のリクエストに応えるような内容でお話しし
たいと思っております。私は、この３回の研修を通して、
故田寛道先生から頂きましたお心への感謝の一端を
果たしたいと願っております。 

社会福祉法人明日佳 
社会福祉法人長沼陽風会 

顧問 鈴 木 重 男 


